
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津市教育委員会 
平成２８年１１月 

一人一人の子どもたちが、生涯にわたって能動的に学び続けることにより、時代に即応した様々な力

を獲得するとともに、直面する課題に対しては他者と協働しながら解決に向け、果敢に挑戦し、新しい

価値を創造することで、未来をより豊かに切り拓いていくことが求められています。  

そのためには、将来を見据えた教育のあり方自体をより的確に捉え、進展させる必要があります。特

に学校教育において、「学ぶこと」と「社会」とのつながりを意識し、指導者が「何を教えるか」とい

う知識の質と量の改善に加えて、児童生徒が「どのように学ぶか」という、学びの質や深まりを重視す

る必要があります。 

また、学びの成果として「どのような力がついたか」という視点が重要であり、自己と社会の関係性

を自覚し、よりよい社会の実現に向け、未来へ飛躍できる人材を育成する必要があります。  

そこで、「子どもにどのような力をつけさせたいのか」「そのために、何をすればよいのか」を明確に

し、これまでの授業のあり方を見直すとともに、授業力を高めるための基本的な考え方と各教科での具

体的な実践方法について、『授業改善マニュアル（理論編・実践編）』（別冊「教科編」）にまとめました。 

学校全体で有効に活用し、児童生徒が「わかること、できること」を実感できる授業改善の取組が推

進され、津市の未来を担う子どもたちが確かな学力を身に付けられるよう、取組をお願いします。  

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

（別冊） 

教科編 

今後の教育の目指すところとは 
次期学習指導要領を踏まえ、  

一人一人の豊かな 

学びを保障するために  

すぐに使える取組や教材等を紹介 
分かる授業を目指して 
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特別支援教育 

英  語 

理  科 

社  会 

算数・数学 

国  語 

一斉授業～すべての子どもに特別支援教育の視点を～ 
 （いろいろな教材・教具より）  

 

書くことについて 

 割 合 

 課題・資料の提示 

 実験の方法 

 ４領域を意識して 

一枚のグラフから 

 子どもたちの「できる！わかる！楽しい！」を求めた授業改善 
～ すぐに使える取組や教材等を紹介 ～ 

★特別支援教育で考える一斉授業の視点は・・・ 

★作文指導を効果的に併用することにより 

書く力はＵＰ！ 

★算数・数学科の課題は・・・ 

 

★「資料を読み取る力」を身につける指導を意識！   

 

★理科室の環境整備は、理科好きの子どもを増やす！   

 

★黒板や機器等を活用し、活動時間を保障！   
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